



Thermal Environment and Lives of "ENGAWA" at Detached Houses in Niigata Prefecture 
―Study on House Planning in Snowy Cold District―


























































































測定住宅 築面積（㎡） 建築年代 縁側の向き
住宅A 172 1948年 南
住宅B 102 1982年 東南
住宅C 76 1965年 北
住宅D 180 1970年 南
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図7　冬季・緑側の室内外温度差と上下温度差の関係
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図9　冬季の室内外温度差と室間温度差の関係
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4．縁側に関するアンケート調査結果について
4．雀　嘘の無と必
　國IOに，住宅における縁側の有無についての
回答の集計結果を示す。住宅に縁側の「ある」と
の回答が31％，iない」が69％であり，現在の住
宅においては縁側のない住宅が多い。縁側のある
住宅では，縁側が設置される方位は，東，南東，
南が多くなっており，縁側に隣接する部屋は座敷
が最も多く，次いで仏間と居間となっている。
　図11に，住宅における縁側の必要性にっいて
の回答の集計結果を示す。縁側が必要であるとの
回答は85％と多くなっており，将来，住宅を建て
る時に縁側をつくりたいとの回答も71％と高い
値を示した。回答者の内訳についてみると，現在
の住宅に縁側がある回答者は17人中全員が必要
であると回答し，縁側がない回答者においても38
人中3◎入が必要であると回答している。
　図12に，縁側が必要であると思う理由につい
ての回答の集欝結果を示す。縁側が必要な理由と
しては，f安らげる空聞だから1，　f利用上便利な空
間だから」，纏を見せる」，「採光の調飾ができ
る」といった具体的な生活上の理由を指摘する回
答とともに，「何となく欲しい」，「日本的家屋が
好きだから」といった漠然とした，あるいは好み
に関する要素も挙げられている。
　図13に，縁側が必要でないと思う理由にっい
ての回答の集計結果を示す。縁側が必要でないと
の意見は少数であるが，その理由では「土地が狭
い」，「縁側を作るより他の部屋を作りたい」とい
った住宅の規模的制限による理由と，「活用しな
いから1，「洋風の方が好きだから」といった否定
的，あるいは好みに関する要素が挙げられている。
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6－一
新潟県の一戸建て住宅における縁側の温熱環境と生活行為
4．2縁側での生活行為
　図14に住宅に縁側を有する居住者の縁側での
生活行為，図15に縁側のない居住者が縁側で行
いたいと考える生活行為についての回答の集計結
果を示す。
　縁側を有する居住者の回答では，一年を通じて
発生している生活行為は「物置」，「通路」，「物干
し」としての利用である。季節により変化が認め
られる行為には，「観葉植物を置く」が秋季と冬季，
「夕涼み」が夏季，「ひなたぼっこをする」，「読
書・新聞を読む」が春季に多くなっている。一方，
縁側のない居住者では，行為全般について回答が
分布しており，多様な行為の場として緑側を利用
したいと考えていることが分かる。
　また，同時に調査した廊下での生活行為との比
較を行うと，廊下での生活行為は通路・物置以外
の用途にはほとんど使われていない。さらに，温
熱環境要素である温湿度，気流，日照に関するア
ンケート結果においても，縁側に対する評価は良
好であるが，廊下においては居住者o評点は低い
値を示す。
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4．まとめ
　本研究では，積雪寒冷地の新潟県における縁側
の温熱環境と生活行為について調査し，以下の知
見を得た。
1）縁側の上下温度差の日変動は，他の季節に比
べ冬季の昼間から団らん時に大きくなる傾向にあ
り，1．5℃から2．0℃程度の値を示す。
2）縁側と隣室の温度差の日変動は，夏季と秋季
においては昼間の温度が隣室よりも縁側の方が高
く，冬季では一日を通じて縁側の温度は隣室より
も低い値を示す。
3）縁側の上下温度差は，他の時間帯に比べ夏季
においては昼間，冬季では昼間と団らん時に室内
外温度差の増加に伴い大きくなる傾向を示す。
4）縁側の温度は，夏季・冬季ともに一日を通じ
て外気と隣室の中間的，かつ隣室よりの温度で推
移する。
5）縁側が存在する住宅は全体の約3割であるが，
縁側の必要性については8割以上の居住者がC必
要である」と考えている。
6）縁側を有する居住者の行為では，「物置」，「通
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路」，「物干し」といった季節を通じて行われる行
為と，「観葉植物を置く」，「夕涼み」，「ひなたぼっ
こをする」，f読書・新聞を読む」といった季節に
より発生する行為が存在する。
7）縁側のない居住者では，行為全般について回
答が分布しており，多様な行為の場として縁側を
利用したいと考えている。
　今回の調査結果より，縁側は温熱環境の面にお
いては，屋内外の緩衝的，あるいは中間的な性状
を示すことから，住居計画において断熱気密境界
などといった点に配慮することにより，屋外温熱
環境の室内への影響を和らげる効果が期待できる
と考えられる。さらに，生活行為の面においても，
縁側では様々な生活行為の場としての必要性が指
．摘されていることから，規模・空間構成などの点
において検討することが必要であると考える。
　今後においては，縁側と同様な緩衝的空間の役
割を担えると考えられるサンルームや車庫につい
ても検討しながら，地域の気候風土に適した住居
計画について考究する予定である。
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